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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第109期

第３四半期累計期間
第110期

第３四半期累計期間
第109期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日

自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (百万円) 17,523 18,217 24,004

経常利益 (百万円) 509 858 1,171

四半期(当期)純利益 (百万円) 295 433 656

持分法を適用した場合の
投資利益

(百万円) 5 19 50

資本金 (百万円) 1,854 1,854 1,854

発行済株式総数 (株) 12,400,000 12,400,000 12,400,000

純資産額 (百万円) 7,567 8,247 7,943

総資産額 (百万円) 13,327 17,671 14,957

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 25.65 38.73 57.33

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 23.43 38.03 53.27

１株当たり配当額 (円) 4.00 5.00 11.00

自己資本比率 (％) 56.8 46.7 53.1

　

回次
第109期

第３四半期会計期間
第110期

第３四半期会計期間

会計期間
自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日

自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 14.02 14.15

(注)  売上高には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載

した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

（１）平成23年12月１日開催の取締役会においてイズミ株式会社の83.4%の株式を取得し、子会社とすること

を決議し、同日付で株式譲渡契約を締結いたしました。なお、詳細につきましては「重要な後発事象」に

記載のとおりです。

（２）大平洋金属株式会社とのフェロニッケルの販売覚書による契約につきましては、平成23年12月31日を

もって終了しております。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

（１）業績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響により依然として厳しい状況にある

なかで、緩やかに持ち直していますが、企業収益は減少し、設備投資は下げ止まりつつあるものの、このとこ

ろの弱い動きも見られる状況にあります。

このような経済環境のもとで当社は、営業活動の積極的な展開と経営効率の向上を図るように努めまし

た結果、売上高は、182億17百万円となり、前年同四半期に比べ６億93百万円（4.0%）の増収となりました。

営業利益は、販売費及び一般管理費で１億74百万円増加したものの、売上総利益が５億12百万円増加した

ことにより８億40百万円となり、前年同四半期に比べ３億38百万円（67.3%）の増益となりました。

経常利益は、為替の差損が差益に転じたこと等により８億58百万円となり、前年同四半期に比べ３億49百

万円（68.6%）の増益となりました。

四半期純利益は、特別損失の投資有価証券評価損80百万円等がありましたが、４億33百万円となり、前年

同四半期に比べ１億38百万円（46.7%）の増益となりました。

当第３四半期累計期間のセグメント別の状況は次のとおりです。

資源・金属素材関連では、東日本大震災の影響で製鋼原料の生産が一時的にストップした影響があった

ものの、全般的な資源価格の上昇等により、関連部門の売上高は122億21百万円となり、前年同四半期に比べ

６億４百万円（5.2%）の増収となりました。営業利益は、全般的な資源の高騰や円高の影響等により６億70

百万円となり、前年同四半期に比べ３億21百万円（92.3%）の増益となりました。

産機・建機関連では、シールドマシーンの販売が低調であったものの、民間企業向け各種ポンプ類の販売

は比較的好調に推移したため、関連部門の売上高は51億13百万円となり、前年同四半期に比べ23百万円

（0.5%）の増収となりました。営業利益は、徹底した効率化を推進した結果７億86百万円となり、前年同四

半期に比べ２億３百万円（34.9%）の増益となりました。

EDINET提出書類

ラサ商事株式会社(E02547)

四半期報告書

 3/17



　

環境設備関連では、ピストンポンプ本体の販売が低調に推移したものの、水砕スラグ設備関連商品の販売

が増加したため、関連部門の売上高は８億72百万円となり、前年同四半期に比べ58百万円（7.2%）の増収と

なりました。営業利益は、21百万円となり、前年同四半期に比べ30百万円（△58.5%）の減益となりました。

その他では、当第３四半期から新規事業として不動産収入（賃貸）が加わったことから８百万円となり、

前年同四半期に比べ６百万円（290.2%）の増収となりました。営業利益は、初期費用等により△24百万円と

なり前年同四半期に比べ24百万円（－％）の減益となりました。

　
（２）財政状態の分析

当第３四半期末の総資産は、176億71百万円となり、前事業年度末に比べ27億13百万円増加しました。

資産

流動資産は、126億63百万円となり、前事業年度末に比べ23億28百万円増加しました。これは主に、現金及

び預金が12億１百万円の減少等がありましたが、商品及び製品が18億68百万円、受取手形及び売掛金が14億

60百万円の増加等によるものです。

固定資産は、50億７百万円となり、前事業年度末に比べ３億84百万円増加しました。これは主に、本社ビル

の完成により建設仮勘定がその他（建物等）に振り替り、その他で３億96百万円の増加等によるものです。

負債

流動負債は、72億32百万円となり、前事業年度末に比べ26億69百万円増加しました。これは主に、短期借入

金が25億67百万円、支払手形及び買掛金が７億28百万円の増加等によるものです。

固定負債は、21億91百万円となり、前事業年度末に比べ２億60百万円減少しました。これは主に、社債及び

長期借入金が２億70百万円の減少等によるものです。

純資産

純資産は、82億47百万円となり、前事業年度末に比べ３億４百万円増加しました。これは主に、利益剰余金

が２億99百万円の増加等によるものです。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 49,600,000

計 49,600,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,400,00012,400,000
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数は100株でありま
す。

計 12,400,00012,400,000― ―

(注)  提出日現在の発行数には、平成24年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は、含まれておりません。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成23年10月１日～
  平成23年12月31日

― 12,400,000 ― 1,854 ― 1,612

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成23年９月30日)に基づく株主名簿による記

載をしております。

① 【発行済株式】

(平成23年９月30日現在)

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

（相互保有株式）
普通株式   207,000

― ―

（自己保有株式）
普通株式 1,208,300

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式10,982,800109,828 ―

単元未満株式 普通株式     1,900 ― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 12,400,000 ― ―

総株主の議決権 ― 109,828 ―

　
② 【自己株式等】

　 　 (平成23年９月30日現在)
　

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（相互保有株式） 千葉県習志野市東習志野
207,000 ― 207,000 1.66

大平洋機工株式会社 ７丁目５番２号

（自己保有株式） 東京都中央区蛎殻町
1,208,300 ― 1,208,3009.74

当社 一丁目11番５号

計 ― 1,415,300 ― 1,415,30011.41

(注) 平成23年10月31日から本店所在地  東京都中央区日本橋箱崎町８番１号が上記のように移転しております。

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号)に基づいて作成しております。

当社の四半期財務諸表に掲記される科目その他の事項の金額は、従来、千円単位で記載しておりました

が、第１四半期会計期間及び第１四半期累計期間より百万円単位で記載することに変更いたしました。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成23年10月１日から

平成23年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成23年４月１日から平成23年12月31日まで)に係る四

半期財務諸表について、監査法人大手門会計事務所による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第64号)第５条第２

項により、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目からみ

て、当企業集団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度

に重要性が乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準          0.2％

売上高基準        0.1％

利益基準          0.6％

利益剰余金基準    0.1％

※会社間項目の消去前の数値により算出しております。

　

EDINET提出書類

ラサ商事株式会社(E02547)

四半期報告書

 7/17



１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：百万円)

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,564 1,363

受取手形及び売掛金 ※
 5,579

※
 7,040

商品及び製品 1,874 3,742

仕掛品 48 159

その他 287 381

貸倒引当金 △19 △24

流動資産合計 10,334 12,663

固定資産

有形固定資産

貸与資産（純額） 35 20

土地 2,044 2,044

建設仮勘定 641 －

その他（純額） 231 1,270

有形固定資産合計 2,953 3,335

無形固定資産

のれん 6 －

その他 92 131

無形固定資産合計 98 131

投資その他の資産

投資有価証券 723 687

その他 861 869

貸倒引当金 △13 △16

投資その他の資産合計 1,570 1,540

固定資産合計 4,622 5,007

資産合計 14,957 17,671
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(単位：百万円)

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成23年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※
 2,877

※
 3,606

短期借入金 124 2,691

1年内償還予定の社債 380 420

賞与引当金 190 105

その他 991 409

流動負債合計 4,562 7,232

固定負債

社債 1,610 1,400

転換社債型新株予約権付社債 75 75

長期借入金 220 160

退職給付引当金 500 465

その他 45 91

固定負債合計 2,451 2,191

負債合計 7,014 9,423

純資産の部

株主資本

資本金 1,854 1,854

資本剰余金 1,612 1,612

利益剰余金 4,853 5,152

自己株式 △370 △370

株主資本合計 7,948 8,247

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △5 0

繰延ヘッジ損益 － △0

評価・換算差額等合計 △5 △0

純資産合計 7,943 8,247

負債純資産合計 14,957 17,671
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

売上高 17,523 18,217

売上原価 14,896 15,077

売上総利益 2,627 3,139

販売費及び一般管理費 2,125 2,299

営業利益 502 840

営業外収益

受取利息 3 2

受取配当金 16 17

受取家賃 25 27

その他 7 1

営業外収益合計 53 49

営業外費用

支払利息 5 5

社債利息 15 18

為替差損 18 －

その他 6 8

営業外費用合計 46 32

経常利益 509 858

特別利益

固定資産売却益 7 6

その他 0 －

特別利益合計 7 6

特別損失

商品評価損 4 －

投資有価証券評価損 7 80

固定資産廃棄損 － 2

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 10 －

その他 0 2

特別損失合計 23 85

税引前四半期純利益 492 779

法人税等 197 345

四半期純利益 295 433
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【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第３四半期累計期間

(自  平成23年４月１日  至　平成23年12月31日)

税金費用の計算

当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益

に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

　

【追加情報】

　
当第３四半期累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．  第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用しております。

 
２．  平成23年12月２日に「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正す

る法律」(平成23年法律第114号)及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の

確保に関する特別措置法」(平成23年法律第117号)が公布され、平成24年４月１日以降開始する事業年度より法

人税率が変更されることとなりました。これに伴い、当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の見積実効税率は従来の42.53%から44.23%となります。

この税率の変更により未払法人税等が13百万円増加し、当第３四半期累計期間に費用計上された法人税等の

金額が13百万円増加しております。

 
３．  当社の退職給付制度は、確定給付型の制度として、適格退職年金制度及び退職一時金制度を採用しておりまし

たが、適格退職年金制度につきましては、平成23年５月に確定給付企業年金制度へ移行いたしました。

なお、この制度変更による損益に与える影響はありません。

　

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

※  四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手

形が、四半期会計期間末残高に含まれております。

　

　
前事業年度

(平成23年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成23年12月31日)

受取手形 ― 160百万円

支払手形 ― 295  〃

　

(四半期損益計算書関係)

該当事項はありません。
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(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期会計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る減価償却費含む。)及びのれんの償却

額は、次のとおりであります。

　

　
前第３四半期累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

減価償却費 46百万円 69百万円

のれんの償却額 11  〃 6  〃

　

(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 48 ４円00銭平成22年３月31日 平成22年６月30日 利益剰余金

平成22年11月１日
取締役会

普通株式 44 ４円00銭平成22年９月30日 平成22年12月３日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。　

　

当第３四半期累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 78 ７円00銭平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

平成23年10月21日
取締役会

普通株式 55 ５円00銭平成23年９月30日 平成23年12月５日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

(持分法損益等)

　

　
前第３四半期累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

関連会社に対する投資の金額 125百万円 125百万円

持分法を適用した場合の投資の金額 434  〃 498  〃

持分法を適用した場合の投資利益の金額 5  〃 19  〃
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
その他
(注)

合計
資源・金属
素材関連

産機・建機
関連

環境設備
関連

合計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 11,616 5,090 814 17,521 2 17,523

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 11,616 5,090 814 17,521 2 17,523

セグメント利益 348 583 52 984 0 985

(注)  「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に事務代行手数料であります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 984

「その他」の区分の利益 0

全社費用(注) △482

四半期損益計算書の営業利益 502

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

Ⅱ  当第３四半期累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
その他
(注)

合計
資源・金属
素材関連

産機・建機
関連

環境設備
関連

合計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 12,221 5,113 872 18,208 8 18,217

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 12,221 5,113 872 18,208 8 18,217

セグメント利益又は損失(△) 670 786 21 1,479 △24 1,454

(注)  「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に不動産収入であります。
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２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 1,479

「その他」の区分の利益 △24

全社費用(注) △613

四半期損益計算書の営業利益 840

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及

び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 25円65銭 38円73銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(百万円) 295 433

    普通株主に帰属しない金額 ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 295 433

    普通株式の期中平均株式数(株) 11,516,629 11,191,584

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 23円43銭 38円03銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益調整額(百万円) ― ―

    普通株式増加数(株) 1,089,902 207,756

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
事業年度末から重要な変動があったものの概要

― ―
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(重要な後発事象)

　
当第３四半期累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

(株式取得による会社等の買収)

当社は、平成23年12月１日開催の取締役会において、イズミ株式会社の83.4%の株式を取得し、子会社化することを
決議し、同日付で株式譲渡契約を締結いたしました。この株式譲渡契約に基づき、平成24年１月10日付で売買代金の
支払い及び株式の取得を完了しております。

 
１．株式取得の目的

当社は、資源・金属素材関連、産機・建機関連、環境設備関連の３事業を展開する専門商社として事業を展開して
おります。
一方、このたび株式を取得し子会社化するイズミ株式会社は、合成樹脂・油脂・化学品販売及び合成樹脂製造を主
たる事業としております。
これまで当社は、既存３事業の更なる拡大および深化を図るとともに、新たな収益基盤の確立を図るべく、Ｍ＆Ａ
を含めた様々な業容拡大のための施策を検討してまいりました。
その結果、イズミ株式会社が有する事業領域を取り込むことにより、当社の既存事業の販売チャネルの拡大を図る
ことが可能となること、および当社が有する国内外の広範なビジネスネットワークを活用することにより同社製品
の商圏拡大が可能となるものと考え、子会社化することを決定いたしました。

 
２．株式取得の相手先の名称

石毛  孝亘
石毛孝亘が保有していた株式(83.4%)を当社が取得しております。

 
３．買収する会社の名称、事業内容、規模

(平成23年３月期)

名称 イズミ株式会社

事業内容 合成樹脂、油脂、化学品販売、合成樹脂製造

純資産   957百万円

総資産 3,912百万円

売上高 9,640百万円

営業利益   169百万円

経常利益    88百万円

当期純利益    56百万円

(注)  上記数値はイズミ株式会社の平成23年３月期の計算書類に基づいており、提出会社の会計監査人の監査証
明を受けておりません。

 
４．株式取得の時期

平成24年１月10日

 
５．取得する株式数、取得価額及び取得後の持分比率

(1)取得株式数    111,364株

(2)取得価額    1,416百万円

(3)取得後の持分比率  83.4%

　

２ 【その他】

第110期(平成23年４月１日から平成24年３月31日まで)中間配当については、平成23年10月21日開催の取

締役会において、平成23年９月30日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のとおり中間配

当を行うことを決議いたしました。

　 ① 中間配当による配当金の総額 55百万円

　 ② １株当たりの金額 ５円00銭

　 ③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成23年12月５日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年２月13日

ラサ商事株式会社

取締役会  御中

監査法人  大手門会計事務所

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    植    木    暢    茂    ㊞

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    根    本    芳    男    ㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているラサ
商事株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの第110期事業年度の第３四半期会計期間(平成
23年10月１日から平成23年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成23年４月１日から平成23年12月31日
まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レ
ビューを行った。
　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。
　

監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ラサ商事株式会社の平成23年12月31日現在の財政状態
及び同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ
ての重要な点において認められなかった。
　

強調事項
「重要な後発事象」に係わる注記に記載のとおり、会社は平成23年12月１日開催の取締役会において、イズ
ミ株式会社の株式を取得し子会社化することを決議しており、同日付で締結された株式譲渡契約に基づき平
成24年１月10日付で売買代金決済及び株式取得を完了している。
当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

　

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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